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観

測
関　西

沖
　
縄

◆
ガ
ザ
攻
撃
で
米
領
事
館
抗
議
行
動

　
　

　

先
月
二
七
日
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
が
始
ま
っ

た
。
以
来
二
五
日
間
で
一
四
〇
〇
人
以
上
が
虐
殺
さ
れ
五
〇
〇
〇
人

以
上
が
負
傷
し
た
。
東
京
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
抗
議
や
反
戦
集
会
、

そ
し
て
世
界
各
国
の
反
戦
抗
議
集
会
に
比
べ
れ
ば
も
の
の
数
で
は
な
い
が
、
関
西
各

地
で
も
抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
一
月
二
〇
日
の
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
式
に
併
せ

た
か
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
撤
退
し
、
ハ
マ
ー
ス
も
ひ
と
ま
ず
停
戦
に
応
じ
た
。

停
戦
は
し
た
も
の
の
ガ
ザ
地
区
は
依
然
と
し
て
封
鎖
は
解
除
さ
れ
て
い
な
い
。

　

関
西
で
は
一
二
月
二
九
日
、
釜
ヶ
崎
支
援
有
志
の
呼
び
か
け
で
米
領
事
館
へ
の
抗

議
を
き
っ
か
け
に
、
以
後
一
月
五
日
、
一
五
日
、
二
〇
日
に
米
領
事
館
抗
議
と
要
請
。

そ
し
て
一
〇
日
に
は
実
行
委
員
会
主
催
の
集
会
と
デ
モ
（
約
二
〇
〇
人
参
加
）。
引
き

続
き
二
二
日
に
は
労
組
な
ど
実
行
団
体
も
増
え
、
約
五
〇
〇
人
が
扇
町
公
園
で
集
合

し
デ
モ
を
行
っ
た
。
ま
た
一
九
日
に
は
『
レ
イ
ン
ボ
ー
』
上
映
と
岡
真
理
さ
ん
の
講

演
が
行
わ
れ
約
二
〇
〇
人
参
加
し
た
。
こ
の
ほ
か
京
都
で
は
三
條
河
原
で
、
神
戸
で

は
東
遊
園
地
で
集
会
と
デ
モ
が
行
わ
れ
、「
名
誉
総
領
事
」
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
行
っ

た
。
一
〇
日
の
集
会
で
は
京
大
・
岡
真
理
さ
ん
が
発
言
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
間
断
な
く
現
地
情
報
を
伝
え
、具
体
的
な
提
起
を
発
信
す
る
な
ど
多
く
の
人
々

を
奮
い
立
た
せ
た
。
ま
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
平
和
を
考
え
る
会
」
の
役
重
君
や
黒
目

君
な
ど
の
活
躍
も
今
回
の
行
動
で
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
等
に
し
て
も

岡
さ
ん
に
し
て
も
、
既
に
一
〇
年
以
上
も
前
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

今
年
の
関
西
の
課
題
と
し
て
は
、
二
月
か
ら
夏
に
か
け
て
の
、
あ
い
ば
野
演
習
場

ミ
サ
イ
ル
基
地
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
反
対
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
日
程
等
は
地
元
の
発

信
ま
ち
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
先
行
し
、
三
月
一
九
日
に
は
「
イ
ラ
ク

戦
争
六
周
年
」
の
集
会
が
、
大
阪
平
和
人
権
セ
ン
タ
ー
と
し
な
い
さ
せ
な
い

戦
争
協
力
・
関
西
ネ
ッ
ト
と
の
主
催
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
二
月

一
日
に
は
、
尼
崎
で
三
里
塚
闘
争
旗
開
き
が
あ
り
、
上
坂
喜
美
さ
ん
遺
稿
集

出
版
記
念
会
が
行
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
（
和
田
喜
太
郎
／
関
西
共
同
行
動
）

◆
不
発
弾
爆
発
事
故
と
国
民
保
護
図
上
訓
練

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
の
名
残
り
の
様
な
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
赤
が
あ
ち
こ
ち

の
軒
先
を
飾
っ
て
、
一
月
二
六
日
は
旧
正
月
。
し
ば
ら
く
は
キ
ビ
刈

り
の
季
節
が
続
く
。

　

オ
バ
マ
次
期
政
権
発
足
前
の
訪
米
か
ら
帰
っ
て
き
た
仲
井
眞
知
事
は
、
多
く
の
関
係

者
に
会
え
た
事
で
意
義
を
強
調
し
て
い
る
が
、
誰
と
何
を
話
し
た
か
？　

ノ
ー
コ
メ
ン

ト
で
は
県
民
に
分
か
り
づ
ら
い
。
早
速
、
ケ
ビ
ン
・
メ
ア
総
領
事
か
ら
、
新
政
権
に
な
っ

て
も
米
軍
基
地
に
変
化
な
し
と
横
槍
が
入
る
。
久
米
島
町
は
要
求
す
る
鳥
島
射
爆
場
返

還
も
、
知
事
公
約
の
普
天
間
飛
行
場
三
年
内
の
閉
鎖
状
態
も
あ
り
得
な
い
と
ダ
メ
押
し

さ
れ
て
い
る
。
せ
め
て
支
配
気
取
り
の
メ
ア
氏
の
更
迭
は
な
い
も
の
か
？

　
「
本
土
」
か
ら
は
新
北
米
局
長
が
来
沖
、
Ｃ
・
シ
ュ
ワ
ブ
を
訪
れ
名
護
市
長
と
は
会

う
が
、
普
天
間
飛
行
場
は
高
台
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
地
元
市
長
は
素
通
り
。

　

二
〇
三
〇
年
の
沖
縄
を
描
く
「
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
向
け
て
、
県
振
興
審
議
会
総

会
部
会
は
た
た
き
台
を
作
り
県
民
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
始
め
て
い
る
。
望
ま
し
い
跡
地

利
用
と
し
て
公
園
化
や
交
通
セ
ン
タ
ー
化
な
ど
環
境
を
考
え
な
が
ら
の
提
案
が
多
い
。

し
か
し
「
０
か
ら
跡
地
利
用
で
き
る
の
は
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
か
「
嘉
手
納
以
南
の
広

大
な
基
地
の
返
還
を
重
視
し
て
」
な
ん
て
聞
い
た
日
に
は
ゲ
ッ
ソ
リ
し
て
し
ま
う
。

　

一
月
中
旬
、
本
島
南
部
糸
満
市
で
配
水
管
施
設
工
事
中
に
、
米
国
製
二
五
〇
キ
ロ
爆

弾
の
不
発
弾
が
爆
発
、
男
性
が
顔
や
胸
に
重
傷
を
負
い
、
近
く
の
老
人
施
設
で
は
風

速
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
耐
え
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
百
枚
が
割
れ
た
と
い
う
。
市
が
戦
後
こ
の

方
、
磁
気
探
査
を
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
な
い
の
は
、
調
査
費
の
補
助
が
公
共
工
事
に

限
ら
れ
民
間
工
事
は
対
象
外
と
い
う
背
景
が
あ
る
ら
し
い
。「
復
帰
」
後
三
五
年
間
で

三
万
二
千
件
。
一
七
五
八
ト
ン
の
不
発
弾
が
処
理
さ
れ
た
が
、
未
だ
地
中
に
あ
る
と
見

ら
れ
る
二
五
〇
〇
ト
ン
を
回
収
す
る
に
は
八
〇
年
か
か
る
と
い
う
。
幼
稚
園
児
と
作
業

員
三
名
が
死
亡
し
た
一
九
七
四
年
の
爆
発
事
故
に
国
は
賠
償
法
を
適
用
せ
ず
見
舞
金
で

済
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
様
な
国
の
仕
掛
け
る
国
民
保
護
法
に
乗
っ
か
っ
て
県
は
初
の
図

上
訓
練
を
や
る
と
い
う
。
国
籍
明
ら
か
な
爆
弾
の
上
に
座
り
な
が

ら
国
籍
不
明
の
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
を
想
定
し
た
訓
練
と
は
？
？

（
野
口
裕
子
／
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）




